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会長からのごあいさつ
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若い人と問題意識の共有を

一般社団法人  日本ペンクラブ
第 18 代会長　桐 野 夏 生

　このたび日本ペンクラブの会長に就任いたしました、作家の桐野夏生と申し
ます。女性初の会長ということですし、長い歴史を持つペンクラブという組織
を代表することに、大きな責任を感じております。皆様、どうぞよろしくお願
いいたします。
　ペンの Pは Poets（詩人・俳人・歌人）、Playwrights（劇作家）、Eは Editors
（編集者）、Essayists（随筆・評論・翻訳・学者）、そしてNは Novelists（作家）。
これらを合わせて、「P.E.N.」と言い習わしております。
　つまり、文筆を生業としている者が、言論の自由、表現の自由を守るために、
そして、世界の平和を希求するために集まり、言語の違いを超えて連帯しよう、
という高邁な理想を持った組織であります。このことについて、私の年代は承
知しておりますが、今の若い人の中には、知らない方も多いかもしれません。
　国際ペンがロンドンで生まれたのは、1921 年。第一次世界大戦が契機でした。
日本での誕生は 1935 年です。以来、第二次世界大戦をくぐり抜け、90年近い
歴史を刻んで参りました。それゆえに、良くも悪くも、組織としては堅固になっ
た、とも言えましょう。
　しかしながら、今、世界はコロナ禍という大きな災厄を迎えております。ワ
クチンの普及によって、いずれは克服されるでしょうが、この災厄は世界中に
大きな変化をもたらしました。
　それは、人々のコミュニケーション方法や仕事の在り方を、ドラスティック
に変えてしまったことです。会議や授業はオンラインになり、会社に毎日通う
必要もなくなりつつあります。もしかすると、紙による伝達方法も消える時が
来るかもしれません。それも早く。
　そんななか、若い人の間ではＳＮＳを使って繋がり、差別や分断、そして貧
困と闘う術を見つけようと、草の根的な活動をしている人も多くいます。その
気軽さと、誰でも参加できる身軽さは羨ましくもあります。
　これからのペンも、そういう若い人たちと問題意識を共有していることをア
ピールしていくことが大事なのではないか、と感じております。

（写真：須藤敬一）



島崎藤村
　どんなに私たちが芸術を通して世界の人に結び

つきたいと思っても、もし互いに交渉する道がな

かったら、何によってそれが出来るでありましょ

うか。私は会員諸君が、この新しい機運を看過さ

ないで、自国の文学の上にも生気をそそぎ入れら

れることを望んでやまないのであります。
（ 1935年／会長就任時のあいさつ）

井上　靖
　もう自分一人の幸福を求める時代は終わった。

他の人たちが幸福でなくて、どうして自分が幸福

になれるだろう。いまこそ、『孟子』の葵丘会議

の故事にある、黄河の水を隣国に流し込んだり、

兵器代わりに使ったりすることのないよう祭壇の

前で誓いの盟約をした英知にならって、人間を信

じ、人間がつくる人類の歴史を信ずる文学者の立

場に立ちたい。
（ 1984年／国際P.E.N.東京大会開会式でのあいさつ）

中村光夫
　ペンクラブを言論の自由を守る会にしたい。言

論の自由は、ペンクラブの外でも内でも同じこと。

「言論の自由」についての討論がいつでもできる

ようにしたい。だからといって、楽しみのない会

にしたいとは思わない。楽しみのなかに大事なも

の、「自由」を守る会にしていきたい。
（ 1974年／会長就任時のあいさつ）

井上ひさし
　私は日本国憲法を大事に思う一人として、この

ペンクラブ、つまり国際P.E.N.の一員であること

に大変誇りを持っています。つまりペンクラブに

属することと、日本国国民であるということは、

「永久平和」というところでスムーズに一つに結

び合って、融け合うわけです。ですから、日本国

民であることと、日本ペンクラブの一員であるこ

とに、私は大変に名誉と誇りを感じております。
（ 2004年／京都例会での講演）
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歴 代 会 長 の 言 葉

　日本ペンクラブ歴代会長

初代　島崎藤村
在任　1935-1943

2 代　正宗白鳥
在任　1943-1947

3 代　志賀直哉
在任　1947-1948

4 代　川端康成
在任　1948-1965

5 代　芹沢光治良
在任　1965-1974

6 代　中村光夫
在任　1974-1975

7 代　石川達三
在任　1975-1977

8 代　高橋健二
在任　1977-1981

9 代　井上　靖
在任　1981-1985

10 代　遠藤周作
在任　1985-1989

11 代　大岡　信
在任　1989-1993

12 代　尾崎秀樹
在任　1993-1997

13 代　梅原　猛
在任　1997-2003

14 代　井上ひさし
在任　2003-2007

15 代　阿刀田 高
在任　2007-2011

16 代　浅田次郎
在任　2011-2017

17 代　吉岡　忍
在任　2017-2021



日本ペンクラブとは
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日本ペンクラブは、国際 P.E.N. の日本センターとして、言論・表現・出版の自由の擁護、文
学の振興と文化の国際交流、世界平和への寄与を目的とした団体です。

■「平和の日」の集い
　東京で開催された 1984 年の国際 P.E.N. 
大会で、日本ペンクラブの提案により３月
３日を「平和の日」と定めました。以来、
日本ペンはこの日の前後に、県や市などと
提携し、各地で戦争と平和、自然と生命、
歴史と文化等を市民とともに考えるイベン
トを開催しています。作家・俳優・アーティ
ストなどが登壇し、リレートークで平和に
ついて語ります。笑いあり涙ありの対談や、
演奏もある 4 時間にわたるイベントは、満
席となった 1000 人、2000 人のホールの
観客を魅了します。

　国際 P.E.N. は、文学・文化に関わる表現
とその普及にたずさわる人々が集まる唯一
の国際組織です。創立は 1921 年にさかの
ぼります。
　日本ペンクラブはその日本センターと
して、「国際 P.E.N. 憲章」（15 ページ参照）
に基づき、「文学の普遍的価値の共有」「平
和への希求と憎しみの除去」「思想・信条 
の自由、言論・表現の自由の擁護」を基本
理念として活動してきました。
　国際 P.E.N. も日本ペンクラブも設立の背
景には、戦争に対する危機感がありました。
戦争に至る社会と世界は、いつ、どこにお
いても味方と敵を作りだし、生命と人権を
軽んじ、言論・表現の自由を抑圧する――
そのことを身に沁みて知った文学者たち
が、国境と言語、民族と宗教の壁を越えて
集まったのが始まりです。
　私たちは文学と文化的表現に立脚しなが
ら、あらゆる戦争に反対します。いかなる
国の核兵器と核実験も容認しません。そし
て、生命と人権、言論・表現の自由を守る
ための活動をつづけています。

■ 脱原発・エネルギーを考える
　2011 年３・11 の東日本大震災と大津波
に伴う福島原子力発電所の事故をうけて、
日本ペンクラブでは「脱原発」を宣言しま
した。核兵器の廃絶を訴え核実験に反対し
続けている日本ペンは、原爆同様に人類を
存続の危機に陥らせかねない原発を容認す
るわけにはいきません。日本ペンクラブ
は、2011 年 11 月に、脱原発を考えるシ
ンポジウムを開催し、事故の１年後には福
島の汚染地区を調査、また事故から 25 年

第 34 回「平和の日」の集い「人　生きゆく島　沖縄
と文学」（2018 年）

　日本ペンクラブは国際 P.E.N. と連携して
活動する一方で、独自の文学・文化活動を
展開しています。世界に 140 余ある各国・
地域のペンセンターのなかでも、日本ペン
クラブはもっとも活発なセンターといって
も過言ではありません。その活動は時代と
状況に応じて変わってきましたが、現在は
次のような独自の事業を行っています。

日本ペンクラブの基本理念

日本ペンクラブの独自事業
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■ 戦争・憲法を考える
　日本ペンクラブは、2001 年に起きた 9・
11 同時多発テロの後のアメリカによるア
フガニスタンへの空爆、イラク戦争、さ
らには自衛隊の派兵問題等を踏まえ、「い
ま戦争と平和を考える」集いを、2001 年
から 6 回にわたって開催してきました。
2013 年からは形を変えて「憲法を考える」
集いを続けてきました。平和を希求する文

学者の団体として、
「戦争と平和」の問
題を、憲法を通し
て考えていこうと
いう催しです。こ
れらの問題につい
て日本ペンクラブ
は、 本 の 出 版 や、
講演会・シンポジ
ウムの開催を通し
て取り組んでいき
ます。

■ ふるさとと文学
　日本の近現代文学の担い手たちの多くが
地方で生まれ、作品の舞台もまた各地の町
や村でした。日本の各地に作家や作品と深
く結びついた地域がたくさんあります。こ
の結びつきを現代的視点から再考し、オリ
ジナル映像・朗読・対談・歌 やパフォー
マンスによってステージ上で展開するのが

《ふるさとと文学》の企画です。第 1 回は、
日本ペンクラブ創立 80 周年の 2015 年春
に、「島崎藤村の小諸」をテーマに開催し
ました。私たちはこの企画がとりわけ若い
世代への刺激となって、地域社会の魅力に
気づき、 地元を活性化する力となっていく
ことを期待して います。

『憲法についていま私が考え
る こ と 』 日 本 ペ ン ク ラ ブ 編

（KADOKAWA・2018 年）

チェルノブイリを視察する日本ペンクラブ会員 / チェ
ルノブイリ記念公園・道の両側に立ち並ぶ廃村プレー
トの列（2012 年）

左：第 1 回 島崎藤村の小諸（2015 年）
右：第 2 回 石川達三の秋田（2016 年）

後のチェルノブイリを視察、その結果を報
告する第 2 回の「脱原発」の集いを開き、
2013 年には、福島の「動物と放射能」をテー
マに、第 3 回の集いを開催。2019 年には、
環境委員会主催で、福島第一原発廃炉作業
の視察を行っています。

左：第 5 回 立原道造の浅間山麓（2019 年）
右：第 6 回 北條民雄と多磨全生園（2020 年）

左：第 3 回 川端康成の伊豆（2017 年）
右：第 4 回 菊池寛の高松（2018 年）



日本ペンクラブの基本活動
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日本ペンクラブは、毎年、総会、例会、「ペンの日」の懇親会を開き、会員の親睦を深めています。
また、言論表現の自由の抑圧や戦争に対して抗議の声明を出しています。

「ペンの日」の集いで講演する五木寛之名誉会員（2016
年・東京・如水会館）

■ 「ペンの日」懇親会
　日本ペンクラブの創立は 1935（ 昭和
10）年 11 月 26 日。この日を「ペンの日」
と定め、毎年、盛大な懇親会を開催してい
ます。日本文藝家協会、日本近代文学館、
賛助会員の企業・組織、国際交流基金やユ
ネスコ等の文化団体、行政や自治体、出版
社やマスメディアの関係者などをお迎え
し、講演や演奏も行って会員と親睦を図っ
ています。

■ 京都例会
　関西在住の会員を中心に、毎年 10 月に
京都で開かれる懇親と交流の集まりです。
作家や茶道家元などによる講演や対談のあ
と、府知事や市長を交えた園遊会を行って
います。

■ 例会
　例会は、毎年数回（２月、６月の総会の
あと、９月の予定）、会員相互の親睦と交
流を図るために開かれます。ミニ講演、新
入会員の紹介、永年表彰、海外からのゲス
トスピーチなどがあります。会員の情報交
換の場でもあります。

■ 新入会員歓迎会
　新入会員歓迎会は、通常 1 月に開かれ、
新年懇親会を兼ねています。新入会委員に
日本ペンクラブを知ってもらい、理事・幹
事・各委員会の方々との交流を深めるため
のもので、各委員会が活動内容を説明し、
委員会への参加を呼びかける場にもなって
います。

■ 声明
　言論・表現の自由の擁護は日本ペンクラ
ブの最大のテーマです。この自由を抑圧す
る内外の動き、さらには人権抑圧や環境破
壊、戦争や核実験に対して、私たちは抗議
と反対の意思を声明にまとめ、記者会見を
開くなどして迅速に公表しています。

■ 自治体・企業・大学との提携事業
　日本ペンクラブの活動は会内だけにとど
まりません。自治体や自治体が運営する文
化施設やイベントと連携した文学講座、企
業と提携した講演企画・監修事業、大学と
共同で行う連続講義などの活動も展開して
います。また、出版社との共同企画出版や、
書店と共催する文化イベント等も拡大して
いきます。

京都例会・舞妓さんから花束を贈呈される
瀬戸内寂聴さん（2016 年・京都・平安女学院）
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日本ペンクラブでは、理事会、執行部会、各委員会、そして事務局が連携して活動を行って
います。

日本ペンクラブの組織と運営

　日本ペンクラブは、会員からの会費を基
本財源とし、会長以下 30 名の理事と事務
局スタッフによって運営されている一般社
団法人です。
　定款には「国際ペンの日本センターとし
て国際ペン憲章の趣旨にもとづき、言論、
表現、出版の 自由を擁護し、文学の振興
と文化の国際的交流を 増進し、世界平和に
寄与することを目的とする」 と掲げていま
す。
　全会員による総会は年に１回開かれ、そ
こで１年間の実績をふり返り、今後１年間
の活動について討議し、理事、監事を選任
します。
　理事は２年に１度、全会員の選挙により
20 名が選出されます。その 20 名による互
選によって会長を選出します。会長は円滑
な会運営に必要な 10 名の理事を追加指名
し、さらに執行部会を構成する副会長・専

務理事・常務理事、および各委員会の委員
長を指名します。
　理事会は年に通常 10 回開催され、予算
や事業計画のほか、緊急に対応すべき課題
を議論します。また、会員の入退会の承認
や各委員会からの活動報告も行われます。
　執行部会は理事会に先立ち、議題の整理
を行います。必要な場合には、理事会で決
定された諸活動の準備・実施に当たります。
　日本ペンクラブの日常的な活動は、13 
の委員会によって展開されています。委員
長の指名により、会員は関心のある委員会
の委員になることができます。また、随時
開催される講演会やシンポジウム等に参加
することができます。事務局には、常勤の
事務局長と事務局員がいます。会運営に不
可欠な会員サービス、経理業務、 庶務のほ
か、日本ペンクラブや各委員会が開催する
種々の会合の運営作業等を行っています。

総　  会

理 事 会

監　  事 会　  員

執 行 部 会
会報委員会
環境委員会
企画事業委員会
言論表現委員会
広報委員会
国際委員会
獄中作家・人権委員会

「子どもの本」委員会
財務委員会
女性作家委員会
電子文藝館委員会
平和委員会
編集・出版委員会

常勤の事務局長と事務局員
が、一般社団法人としての
運営に不可欠な会員サービ
ス、経理業務、庶務、さら
に各イベント、会議の運営
作業ならびに委員会業務の
実作業など、裏方として日
本ペンクラブを支えていま
す。

会長・副会長
専務理事
常務理事

事 務 局委 員 会
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日本ペンクラブは国際 P.E.N. のメンバーとして、21 世紀の世界的課題に取り組む国際 P.E.N. と
協力して国際活動に積極的に参加し、アジアの主要なセンターの役割を担っています。

国際P.E.N.と日本ペンクラブ

■ 創立から 100 年―表現の自由、平和
のため、そして迫害されている作家の
ために
　国際 P.E.N. の創立は、１世紀前の 1921
年にさかのぼります。第一次世界大戦の惨
禍を乗り越え、欧州の平和を作家の友誼に
より築くため創設された国際 P.E.N. は、欧
州、さらには世界の民族自決の機運のなか
で、単なる著名作家による社交クラブから、
文学や言語をアイデンティティとする各地
のペンクラブを中心とした国際組織へと、
短期間のうちに発展しました。
　大戦後、敗戦国ドイツの国際社会への復
帰の先鞭をつけたのも国際 P.E.N. 大会へのド
イツの作家の参加でした。またナチス・ド
イツの迫害により祖国を追われ、スペイン
市民戦争後に難民となった作家に救いの手
を差し伸べたのも国際 P.E.N. でした。
　1935 年に創設された日本ペンクラブは
国際P.E.N.に参加。東京大会の誘致を目指し、
1936 年の国際 P.E.N. ブエノスアイレス大会
に島崎藤村初代会長を送りました。島崎会
長の眼に映ったのは、大英帝国の下で自立
を求めるインドの作家や、戦争と文学を巡
り激論を交わす欧州の作家の姿でした。
　第二次世界大戦後、活動を再開した日本
ペンクラブをいち早く受け入れたのも国際
P.E.N. でした。1950 年に開催された国際
P.E.N. エジンバラ大会で日本ペンクラブか
ら報告された「原爆孤児」の実情は、参加
者に大きな衝撃を与えました。
　冷戦期には、全体主義国家の獄中作家
や亡命者に対する救援活動を積み重ね、
1960 年、国際 P.E.N. 獄中作家委員会が誕
生し、現在も活発な活動を続けています。
同委員会の呼びかけで、世界各地のペンセ
ンターが抗議の声を上げることは、迫害を
受けている作家やその家族にとって大きな

励ましとなっています。
　ソ連の崩壊により冷戦が終焉し、旧ソ連
圏、東欧のペンセンターが自由に活動でき
る環境が生まれましたが、民族・宗教間の
対立を背景とした地域紛争も激化し、国際
P.E.N. は平和的で自由な対話の構築を希求
してきました。
　今日、ジャーナリストや出版人は、様々
な理由により直接的なテロの脅威にさらさ
れています。言論や表現の世界でも、ジェ
ンター差別や LGBTQ を巡る緊張関係が存
在しています。
　世界的な関心を集める環境問題、情報技
術の進化にともなった権力による検閲の強
化、プライバシーの侵害等の問題も見逃す
ことはできません。

■ 現代の世界的課題に取り組む国際
P.E.N.
　国際 P.E.N. の創立から 100 年。日本ペ
ンクラブの活動も 80 余年を経て、各国・
各地域のペンセンターも 140 を超えてい
ます。国際 P.E.N. は、ジョン・ゴールズワー
ジー、H.G. ウェルズ、アルベルト・モラヴィ
ア、アーサー・ミラーなどへと会長を引き
継ぎ、毎年１回、世界各地で国際 P.E.N. 大
会を開催してきました。国際 P.E.N. 大会、
各委員会の会合、文学イベントなどの活動
を担うのは全世界のペンの会員です。国際
P.E.N. での邂逅は、作家にとってかけがえ
のない共感の場でもあります。
　世界では表現の自由、思想・信条や信仰
の自由、少数言語などをめぐってさまざま
な問題が起きています。国際 P.E.N. では、
国際 P.E.N. 憲章に基づき、少数言語、女性、
翻訳、著作権に関する宣言、決議等を国際
P.E.N. 大会で採択し、さらに、随時、迅速に、
声明や意見を発表し、国連とその関連組織
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や EU などの国際機関に積極的な働きかけ
を行っています。また他の国際人権団体や
世界各地の団体ともネットワークを構築し
ています。ロンドンにある本部のスタッフ
は、世界各地のペンセンターから送られて
くる種々の事例や情報を分析し、自由を奪
われた作家・詩人・ジャーナリストたちを
救援するために、国境を越えたキャンペー
ンを展開しています。

■ 国際 P.E.N. とともに―アジアの主要
センターとしての役割を担う
　国際 P.E.N. の活動は、もともと近代文学
が早くから隆盛したヨーロッパを中心に始
まりました。日本ペンクラブは国際P.E.N.の
草創期からアジアで声を上げた数少ない存
在でした。
　21 世紀の今日、非欧米の各地域からも
世界的な文学と各分野のユニークな表現が
続々と生まれています。この大きな地殻変
動を反映して少数言語や先住民の言語を柱
とするペンセンターが各地に誕生し、日本
ペンクラブも、アジアをはじめとする様々
なペンセンターとの交流を行っています。
　アジア諸国・諸地域には、政治的・経済的、
宗教的理由などから活動が困難なところが
少なくありません。グローバリゼーション
のなかで、サイバー監視社会、差別や偏見、
暴力と分断、ジェンダー、格差と貧困など
幾多の問題が、その歴史的・文化的背景は
異なるものの、世界各地で共通の問題とし
て浮かび上がってきています。これらの国
や地域で書き、表現しつづけている人々と
つながり、ペンセンターの設立を支援し、
あるいは活発な活動を促すことも、アジア
の主要なセンターの一つである日本ペンク
ラブの大切な役割となっています。
　日本ペンクラブは、国際 P.E.N. と連携し、
国内の言論・表現の自由の問題に取り組む
とともに、世界各地、とりわけアジア地域
の人権や自由の進展のために、各国・各地

域のペンセンター、あるいは個々の作家・ 
表現者たちと協働し、調査団を派遣するな
どの活動を行ってきました。
　最近では、ベラルーシ、ミャンマー、チ
ベット、新疆ウイグル、香港、中国など、
厳しい人権状況に置かれている国や地域の
作家、ジャーナリスト、人権活動家らとも
緊密な連絡を取り合い、声明を発表し、イ
ベント等も開催しています。
　日本ペンクラブはアジアをはじめ、 欧米
周辺の国や地域で、日本文学と文化の新し
い潮流を紹介し、現地の作家・表現者と交
流する〈日本文学・文化セミナー〉などの
活動を始めています（カナダ、キルギス、
ミャンマー、ハンガリー、チェコなどでは
既に開催）。 また、なかなか接することの
少ない、新しいアジアの文学の紹介にも努
めていきます。
　コロナウイルスの影響により、実際に集
まって意見を交換することが少なくなった
日々も、オンラインで多くのセンターが参
加する会議が開催され、活発な意見交換が
行われました。世界が同時に体験したコロ
ナ危機、その後の世界では、国際 P.E.N. の
平和や表現の自由を守る活動は、さらに重
要性を増していくでしょう。
　日本の作家たちが世界の諸問題に関与し
続けることが、今日ほど求められているこ
とはありません。ぜひみなさまも、こうし
た国際活動にご参加、ご協力ください。

ア ジ ア の 作 家 や ミ ュ ー ジ シ ャ ン と 交 流 し た 世 界
P.E.N. フォーラム「災害と文化」（2008 年）



日本ペンクラブは 2022 年に創立 88 周年を迎えます。創設から現在まで、絶え間なく流動
する世界の中で、着実な歩みをすすめた歴史を見ていきます。

日本ペンクラブのあゆみ

■ 国際 P.E.N. の創設と日本ペンクラブの夜
明け
　国際 P.E.N. が創設された 1921 年から 30
年代にかけて、日本は、関東大震災、治安維
持法、昭和恐慌、満州事変へと激動のさな
かにありました。国際連盟を脱退し国際的孤
立を深めるなか、文学者たちは「せめてわれ
われは 諸外国の作家たちと交流を続けよう」
と動き始めます。そして 1935（昭和 10）
年 11 月 26 日、日本ペンクラブは島崎藤村
を会長に、約 100 名の文学者によって設立
されました。島崎会長が南米で開かれた国際
P.E.N. 大会に参加したり、日本文学（夏目漱
石や芥川龍之介等の作品）の翻訳紹介を始め
たり、滑り出しは順調に見えました。
　しかし、日中戦争の開始、太平洋戦争への
突入という緊迫した時代は、始まったばかり
の日本ペンクラブの活動を窒息させていきま
す。「もはやわれわれは連絡することすら不
可能な状態にある。しかし、われわれは存在
する」。当時、日本ペンクラブが国際 P.E.N. 
に送ったこの電文が、当時の苦衷を物語って
います。自由な言論は封殺され、もはや会合
を開くことすらできないまま、1945（昭和 
20）年夏の敗戦を迎えます。

■ 武 器 な き 国 の 建 設 と 冷 戦 期 の 国 際
P.E.N. 大会
　敗戦後、国内のそこここに焦土が残るなか、
日本ペンクラブは「文化国家の建設、即ち心
にも手にも武器なき国の建設がわが文化人
に與えられた任務である」と再建の覚悟を内

外に表明し、1948（昭和 23）年６月、国際
P.E.N. に復帰しました。しかし、戦後の東西
冷戦下、新興国も独裁に陥るなど、国際情勢
はあちこちで緊迫しました。この時期、日本
ペンクラブは国際 P.E.N. 大会を東京に招致し
ます。最初は 1957（昭和 32）年、テーマ
は「東西文学の相互影響」。２度目は 1984（昭
和 59）年、テーマは「核状況下における文
学」。文学は現実政治に直接関与しませんが、
そこで生きている人間の生命と運命には深く
関わっています。大会のテーマには、きびし
い時代をくぐり抜けてきた作家たちが、あら
ためて文学の可能性を問おうとした姿勢が示
されています。
　また、これらの大会にスタインベック、ヴォ
ネガット（ともに米国）、モラヴィア（イタ
リア）、シリトー（ 英国）、ロブ・グリエ（フ
ランス）、巴金（ 中国） らが参加したことは、
日本の読者を外国の作家・作品に近づけ、読
書の幅を広げていくきっかけと なりました。
　そして、80 年代末から 90 年代にかけて
ベルリンの壁の崩壊とソ連の解体が起き、世
界は戦争の世紀に終わりを告げ、21 世紀に
向けて歩み出すはずでした。

■ テロと戦争と天変地異の世界で、文学的
な模索
　21 世紀の幕開けは荒々しいものでした。
2001 年、ニューヨークなどで起きた９・11 
同時多発テロは、グローバル化した資本が各
地で格差を作り出し、人々の間に憎悪と暴力
を生み出している実態を明らかにしました。 

1936 年
国際 P.E.N. ブエノスアイレス大会
に向かう島崎藤村初代会長

1957 年
国際 P.E.N. 東京大会での川端康成会長

1984 年
2 度目の国際 P.E.N. 東京大会
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一方、地球規模で顕在化した気候異変と、ア
ジアで頻発した大地震や大津波などの自然災
害は、街や都市の暮らしがいかに危ういかを
浮き彫りにしました。
　これらの現実を前にして、日本ペンクラブ
はあらたな文学的模索を始めます。その最初
は、米国がアフガニスタンにつづいてイラク
に攻め入った翌年の 2004 年、『それでも私
は戦争に反対します。』（平凡社）の刊行です。
これは、あらゆる戦争と暴力に反対する、と
いう創立以来の理念を再確認するとともに、
その思いを数十人の作家たちが小説や詩や
エッセイなどに表現したものでした。
　さらに 2008 年、独自に企画した世界 P.E.N. 
フォーラム「災害と文化――叫ぶ、生きる、
生きなおす」を開催します。ここでは中国、
インドネシア、サモア、米国、日本などの作家、
映画監督、ミュージシャンらが登壇し、絵画・
映像・演奏によって多彩に表現された作品を
朗読するなど、これまでにない文学的表現に
よって人間と自然との関係に光を当てました

（中国から参加した作家、莫言は４年後、ノー
ベル文学賞を受賞）。
　そして2010年、３度目となる国際P.E.N.東
京大会が開催されました。テーマは「環境
と文学――いま何を書くか」。グローバル
市場・多元文化・電子的ネットワークとい
う人工環境と自然環境がせめぎ合い、政治
と国境と宗教が人々を分断する世界にあっ
て、何を書くか、何を表現 するか。アフリ
カ、中東、欧米と日本の作家たちの作品を
朗読・映像・演奏によってステージ化した
文学フォーラム、ノーベル文学賞作家・高
行健らの基調講演、日本ペンクラブ各委員
会が企画した各種セミナーには数千人の観

衆が詰めかけました（ この大会で中国政府
に釈放を求めた人権活動家、劉暁波は１ヵ月
後、ノーベル平和賞を受賞）。

■ 原発事故と動く現実、文学に何ができ
るか？
　2011 年３月 11 日、東日本大震災発生。
最大震度７、大津波による死者・行方不明者
２万人、全半壊の家屋 40 万戸。これに、東
京電力福島第一原発のメルトダウン事故が追
い打ちをかけ、避難民 は 40 万人を超えまし
た。
　日本ペンクラブの多くの会員が、取材やボ
ランティア活動で被災地に駆けつけました。
原発被災地に入り、独自のレポートをしたり、
津波被災者の聴き取りをしたり、仮設図書館
を設置したり。さらにチェルノブイリを訪ね、
原発事故がもたらす影響を調査しました。一
方、日本ペンクラブは『いまこそ私は原発に
反対します。』（平凡社）を刊行しました。数
十人の書き手たちが寄せた小説、戯曲、エッ
セイは原爆と原発を生んだ核エネルギーの危
険性と、そこに依存する現代世界がいかに危
ういかを真正面から描くものでした。
　日本ペンクラブ創立 80 周年を迎えた
2015 年には、日本近現代文学の作家たちの
生まれ育った地方とその作品に光を当てた

「ふるさとと文学」を企画し、ライブ映像と
作品朗読、シンポジウムと音楽で構成した文
学ライブステージを実現。すでに 6 回を数
えています。
　2020 年初頭からつづくコロナ禍のなか、
日本ペンクラブは、オンラインでイベントや
委員会活動、世界の文学者との交流を精力的
に展開しています。

2001 年
いま「戦争と平和」を考える講演会

2010 年
3 度目の国際 P.E.N. 東京大会
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2012 年
チェルノブイリ調査報告会



— 12 —

日本ペンクラブには 13 の委員会があり、それぞれ専門分野を活かした独自の活動を活発に
行っています。

委員会の活動

環境委員会フィールドワーク・福島第一原発構内視察
（2019 年）

言論表現委員会シンポジウム・「憲法と表現の自由」
の現在と未来（2018 年）

■ 会報委員会
　日本ペンクラブの会報誌「P.E.N.」の取材・
編集・発行を行い、すべての会員に送付します。
会の内外で行ったイベントのレポート、理事会
や委員会の報告、声明、日本ペンクラブおよび
国際 P.E.N. の動きなどを詳しく掲載します。ま
た年 1 回、テーマを決めて会員の皆様から寄稿
していただき、特別冊子に編集し発行します。

■ 環境委員会
　環境問題は戦争などと同じく地球人類の未来を
左右する緊急の課題です。人々が平和な心で暮ら
すために、脱原発、次世代エネルギーの民主的な
普及、環境汚染、気候変動などに関し言論表現の
自由を守ります。自然との共生という日本文化の
特性を生かし、専門家を招いたり現地を訪れたり，
知見の共有を目指し発信、行動します。

■ 企画事業委員会
　創立記念日（11 月 26 日）を祝う「ペンの日」
懇親会、会員同士の親睦と交流を図る例会（東
京開催 3 回：総会日、9 月、2 月を予定。京都開
催 1 回：10 月を予定）の内容を決め、必要な準
備と運営をします。また、各委員会や企画事業の、
大がかりなイベントのテーマや講演者の選出な
どの内容を考え、運営の協力をしていきます。

■ 言論表現委員会
　政治や行政においても、新聞やテレビ等のメ
ディアにおいても、街中でも、ＳＮＳでも、言
論・表現の自由を脅かすような言動があとを絶
ちません。そうした言動に毅然と立ち向かうた
め、定期的に勉強会を開き、必要に応じて声明
文案を考え、セミナーやシンポジウムを開催し
ています。

創立 80 周年記念「ペンの日」懇親会（2015 年）会報誌「P.E.N.」と特別号「コロナウイルスとわたし
たち」
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■  「子どもの本」委員会
　子どもたちに本と親しんでほしい、子どもの
本を通じて交流の場を広げたい。この 2 点を軸
に様々なイベントや出版物の企画に取り組んで
います。『10 歳の質問箱』は版を重ね、続編も
出版され幅広く読まれ続けています。最新刊は、
悩める十代へ向けた『泣いたあとは、新しい靴
をはこう。』。子どもの本と翻訳のシンポジウム
はじめ、震災後に始めたシンポジウム「ポスト
3・11 子どもたちの未来　子どもの本の未来」

は 10 年目を迎えます。

広報委員会・YouTube 公式チャンネル・シリーズ「コ
ロナと文化」第 10 回・石田純一氏撮影風景（2020 年）

国際委員会・2021 年の「日本カナダ文学フォーラム」
は YouTube で配信（2021 年）

「子どもの本」委員会フォーラム・「子どもたちの未来、
子どの本の未来」7（2018 年）

■ 広報委員会
　日本ペンクラブの様々な活動を、会の内外
に広く知っていただくための広報活動を行い
ます。「日本ペンクラブガイド」の発行、ホー
ムページの運営、Facebook や Twitter の活用、
YouTube「日本ペンクラブ公式チャンネル」の
運営、メールマガジンの発行が主な内容です。
また記者会見やメディア対応を行い、地方記者
との連携も深めていきます。

■ 獄中作家・人権委員会
　 国 際 P.E.N. で も っ と も 活 発 な の が WiP

（Writers in Prison）、獄中作家委員会です。言
論活動を理由に獄中にある作家や表現者の救援
活動を行い、そうした状況を作り出す政府と国
家のあり方を厳しく問う活動をしています。ま
た、文学者の視点から死刑制度など人権に関す
る議論を深めています。

■ 国際委員会
　国際 P.E.N 本部（ロンドン）や各地域のペン
センター、作家団体など、海外との連絡や折衝
を行い、言論・表現、文芸、人権、テロと戦争
などの課題について、国際的視野に基づいた日
本ペンクラブの活動を行います。委員には各国・
地域の翻訳者・研究者も多く、各国での「日本
文学セミナー」を現地やオンラインで開催して
います。

獄中作家・人権委員会座談会「オウム事件犯の大量処
刑を巡って」（2018 年）



　委員会の活動

平和委員会・緊急企画「パンデミックと表現」オンラ
インでライブ配信（2020 年）
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女性作家委員会・第１回「作家が自作を語る」

■ 女性作家委員会
　ジェンダーに基づく偏見や不平等を是正する視
点は、「P.E.N. 憲章」における「平和への希求と
憎しみの除去」にも大きく関わります。表現・言
論の世界におけるジェンダーについて、性別問わ
ず多様な委員とともに考察し、問題提起するイベ
ントを開催します。国際 P.E.N. 女性作家委員会と
も連携しつつ、差別なき社会を考えていきます。

■ 財務委員会
　表現の自由と平和を希求する日本ペンクラブ
が闊達に活動するためには、会員会費・独自の
事業収入など独立性の高い健全な財政基盤の確
立が必要です。そのために、中長期の経営計画
の策定や、財務状況や会計処理が適正に実施さ
れているかのチェックとともに、新たな事業創
出にも取り込んでいます。

■ 電子文藝館委員会
　日本ペンクラブが設立・運営するインターネッ
ト上の図書館です。文学史上意義のある作品か
ら、未発表のエンターテインメント作品まで約
1000 点を掲載。今後はジェンダー、LGBTQ、
難民文学など新しい視点を加え、日本のみなら
ず海外作品にも注目し掲載する予定です。

■ 平和委員会
　憲法、沖縄、アメリカ、東アジア、原子力、宗
教――広く平和の希求に思いを馳せるとき、文学・
文化が学び、語るべきテーマは多岐に渡り、いず
れもが喫緊の課題となっています。我々は、様々
な新しい形を模索しながら、平和に対する危機感
を共有するための場を創造し、日本ペンクラブと
しての積極的な発信を行っていく予定です。

■ 編集・出版委員会
　言論や平和に関する提言から、食や生活文化、
はたまたペットやエンターテインメントに至る
まで、あらゆるジャンルを網羅しつつ、その時
代を的確に表現する書籍を刊行してゆきます。
また、日本文学の名著・名作も新しい世代の読
者に読み継がれるよう、切り口も新たに刊行し
てゆきます。

『女性作家捕物帳アンソロジー　撫子が斬る』（上）
　（宮部みゆき選 /KADOKAWA）

『文章読本』（吉行淳之介選 / 中央公論新社）
『読むパンダ』（黒柳徹子選 / 白水社）

　　　　　　　　　＊いずれも日本ペンクラブ編歴代会長の作品をはじめ、掲載作品は 1000 点を超える
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1. 文学に国境はない、よって政治的また国際的な紛糾にかかわることなく、人々が共有する価値ある
ものとすべきである。

2. あらゆる状況下において、特に戦時において、遍く全人類の遺産である文芸作品は、国家または 
政治の一時的な激情にさらされることなく保たれねばならない。

3. ペンの会員は、自らの影響力を、諸国間の理解と尊敬のために行使すべきである。会員は、人種・階級・
国家間の憎しみを取り除くこと、一つの世界に平和に生きる無二の人類としての理想を守ることに、
最善を尽くすことを誓う。

4. ペンは、国内および諸国間において、思想の伝達を妨げてはならないという原則を支持する。会員は、
自らが所属する国や地域社会、さらに全世界においても可能な限り、表現の自由に対するあらゆる
形態の抑圧に反対することを誓う。ペンは、報道の自由を宣言し、平時における専制的な検閲に反
対する。ペンは、より高度に組織化された政治・経済の秩序へむかうために、世界が必要な進歩を
なしとげるには、（立法・司法を含む）政府・行政・諸機関への自由な批判が不可欠であると信じる。
また自由には自制を伴うゆえ、会員は、政治的・個人的な目的のために、欺瞞に満ちた出版、意図
的な虚偽・事実の歪曲を行うといった、表現の自由の悪用に反対することを誓う。

※この憲章は、国際 P.E.N. と各ペンセンターのもっとも基本的な規範です。1 から 3 までは、1921 年の国際 P.E.N. 設
立時から掲げられ、4 の「検閲」への反対は第二次世界大戦後に付け加えられたものです。

　P 会員　Poets・Playwrights

　Ｅ会員　Editors・Essayists

　Ｎ会員　Novelists

詩人、俳人、歌人、脚本家、劇作家、放送作家

エッセイスト、翻訳家、学者、編集・出版人、記者、ジャー
ナリスト、評論家、漫画家、映画監督、放送番組制作者、俳優、
演出家、画家、装幀家、デザイナー、写真家、書店・図書館・
美術館・博物館・文学館等の専門職員

小説家、ノンフィクション作家、ネット媒体で活躍する作家

　賛助会員

日本ペンクラブと国際 P.E.N. の趣旨に賛同する一般企業、
新聞社、出版社、文学館、書店、団体、組織と一般個人

入 会 案 内

　日本ペンクラブは、言論・表現の自由と平和を守り、世界の文学者と交流する団体です。
　会員は、上記のような表現活動及びその普及に携わっていること、国際 P.E.N. 憲章に賛同していただくことが
求められます。
　入会手続きは、入会申込書に記入し提出していただきます。その際、会員２名（うち１名は理事）の推薦を得
てください。入会申込書は、日本ペンクラブ事務局を経由して、月例の理事会に提出されます。理事会では、推
薦者の理事が、入会申込者についてご紹介します。理事会で入会が承認されると、事務局からご連絡しますので、
入会金 3 万円と年会費 2 万円を納入してください。くわしくは日本ペンクラブのホームページ（ http://www.
japanpen.or.jp）等をご参照のうえ、事務局までお問い合せください。

㈱朝日新聞東京本社、アチーブメント㈱、( 一社 ) 家の
光協会、㈱今井書店グループ、㈱岩波書店、㈱潮出版社、
㈱ NHK 出版、㈱エフビーアイ・コミュニケーション
ズ、㈱カタログハウス、㈱ KADOKAWA、㈱カルチャー・
プロ、㈱河出書房新社、㈱紀伊國屋書店、( 一社 ) 共同
通信社、㈱暮しの手帖社、㈱クレディセゾン、㈱幻冬舎、
㈱講談社、㈱光文社、㈱時事通信社、㈱集英社、㈱小
学館、㈱松竹、㈱新潮社、セレモアホールディングス
㈱、全国農業協同組合連合会、大日本印刷㈱、㈱太平
印刷社、大和自動車交通㈱、㈱たちばな出版、㈱筑摩
書房、㈱中央公論新社、㈱中日新聞社、東京書籍㈱、
㈱東京創元社、㈱徳間書店、㈱日刊現代、㈱日本経済
新聞社、日本放送協会、( 一財 ) 日本出版クラブ、㈱文
藝春秋、㈱平凡社、㈱毎日新聞社、光村図書出版㈱、
明治学院大学、㈱読売新聞東京本社

● 賛助会員（2021 年 7 月現在　50 音順）● 会員区分

国 際 P . E . N . 憲 章
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